
【平面図】【配管図】【給水平面、詳細図】

①新設配水管は、｢赤線赤字｣で｢濃く・太く｣図示する。

②既設管路は、「青線破線」とし、新設管と明確に分ける。

③新設給水管は、「オレンジ線」とし、既設管及び配水管と明確に分ける。

④既設接続部については、近くの水道施設(仕切弁等)から
　の距離を図示する。

⑤既設接続部の近くに基準となる水道施設がない場合は、
　構造物(桝、側溝、擁壁等)からの２点以上の距離を図示する。
　･･オフセット図(場合によっては抜粋・拡大)

⑥旗上(寸法線)は、
　『起終点・変化点・分岐点・地表施設(ﾊﾞﾙﾌﾞ等)』
　を基準とし図示する。また変化点については、オフセット図の要否を監督
員と協議する事。

⑦寸法・延長は、平面延長の横に（）で実延長(斜距離等)
　を図示する。なお、複雑な配管の場合は配管図にも延長を図示する。

⑧配管延長と別に土工延長(土工は平面延長)も図示する。

⑨横断図作成については、基本は40ｍ間隔とするが布設法線や、道路形態の
変化点において作成する。また、他の埋設物がある場合には、詳細に図示す
る事。

【舗装展開図】【区画線図】【舗装切断図】

⑩舗装展開図は、
　変更契約延長と出来高延長の二段書きで作成。
　測点を表示する。（管種口径別に分ける）

⑪区画線図は、平面図又は舗装展開図上に延長や規格等を
　図示する。（管種口径別に分ける）

⑫舗装切断図は、一次及び二次切断の詳細図を作成する。（管種口径別に分
ける）

◎完成図の作成要領

【完成現場】～事前検測までに受注者が行うこと。

①現地にマーキングする。
　基準とする点は、旗上の基準(起終、変化、給水等)点とする。

②測点についても、同様にマーキングとする。

※現場条件等によっては、本注意点に該当しない場合もあ
　るので、不明な点等についてはその都度監督員と協議を
　行うこと。

R8.4.1改定
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※注意事項

・同一平面図内で既設管情報や接続部等の図示が困難な場合は、
オフセット図や接続部の詳細図を抜粋し拡大図を別途図示すること。

・道路がカーブしている路線は、測点間も変化点は横断図を作成する事。

・測点及び埋設法線が変化する箇所では横断図を作成する事。

・土工延長を表示すると複雑になる場合は、別図で表示すること。
「方位」を示す事

「測点」を示す事

BOX類は組合せを示す事

※地図の縮尺や道路の幅員等を考慮し
新設管を明瞭に表示すること。

・横断図には、他の地下埋設物を可能な限り記入する事。

既設管の管種、
口径、深度
を示す事他埋設物との

離隔を示す

BOX類は組合せを示す事
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横断暗渠下越し

詳細を書込むスペースがない

場合は別図で表示すること。
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既設接続部の

する事
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縮尺は、A3用紙で表示
し易い大きさとする

（下図・地図）（薄い黒色）
（既設管・他埋設物）
（旗上げ）
（仕切弁・消火栓・空気弁）
（新設管）
（新設管）
（位置図等）
（位置図等）

平面図の線の太さの目安(太さ順)

※地図の縮尺や道路の幅員等を考慮し
新設管を明瞭に表示すること。

既設仕切弁から
接続部までの
距離を示す事
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舗装展開図

完成時は、二段書き(変更設計数量・出来高数量)で作成して
もらう。

変更前は、下表左側のみを『赤書き』で提出してもらう。
（　影響部立会で決定した幅員　＝　変更設計数量　）

測点表示

可能な限り管種口
径別に分ける。

舗装延長は1辺を40m以内
(測点間)とする事



区画線詳細図



舗装切断展開図

可能な限り管種口
径別に分ける。


